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学校防災教育を支援する「地域防災Web」
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＜あなたの地域を知ろう＞
⚫ 自然特性：地形、地盤等
⚫ 社会特性：人口、高齢化、財政力等
⚫ 災害特性：地震、津波、土砂の危険性等

全国約1,800自治体と比べた相対的な
評価結果を表示

＜グループページ＞
⚫ ユーザーの個別ページ
⚫ ブログ形式の活動記録の作成
⚫ 電子カレンダーでイベント管理

実践事例を文字と写真で記録・管理・
公開・共有

地域防災Web 検索
＜eコミマップ＞
⚫ WebGIS機能の電子地図

各種ハザードマップを下敷きに防災
マップ作成

＜防災情報DB＞
⚫ 実践事例、関連手法
⚫ 災害事例DB
⚫ 人材（研究者等）DB 等

地域に必要な防災対策に関連する情報
の検索

専門知
被害想定

ハザード情報 等

地域知
地域実態

災害文化 等

経験知
災害履歴

被災経験 等



防災基礎力の向上を支援する情報プロダクツ群提供サイト「YOU＠RISK」β版

3

学びのシステムとして先行する「Learn GIS」に
ならい、リスクを知る、いのちを守る行動を考え
る、くらしを守る行動を考える、よりよく乗り越
える、という問題構造にそってカードスタイルで
コンテンツを配置。

それぞれの問題に対して、学び、考える際に必要
なコンテンツを収集、整理、構造化して提供。足
りないものについては新規に開発していく、多様
なコンテンツの提供に向けた基盤構築。

YOU@RISK 検索 ※近日公開予定



「YOU＠RISK」安全確保行動判断支援ツール【デモ】

②居場所を見つけ

るブラウザ位置情

報・住所検索

③現在地と移動先の想

定被害、危険性・脆弱

性を確認

①安全確保行動を考え

るプロセスを確認

⑥移動経路の状

況や危険性に応

じた変更を検討

④移動先に関す

る具体的な情報

を基に避難可能

性を検討

⑤移動先までの距離、所要時間、標高・危険性を確認・経路検討

●今後の開発

・ハザードマップの透過率と色の変更

・背景地図のラベル表示／非表示

・印刷（A4～A0）機能

・地域情報の登録、検討した情報の保存
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豪雨防災教育プログラムの検討
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新潟県防災教育プログラム（洪水災害編）

●考える

⑤洪水に対する日ごろからの備えを知る

⑥川からの恵みと災いについて考える

⑦洪水時の具体的な避難方法を考える

⑧避難できない人間の心理を理解する

⑨自然と向き合い、取り組む姿勢を学ぶ

●知る

①大雨が降った時の危険性を知る

②大雨が降った時の身を守る行動を知る

③雨の降り方や洪水について知る

④洪水から身を守る対策について知る

小学校
中学校

低学年（1・2年生） 中学年（3・4年生） 高学年（5・6年生）

① 大雨が降った時の危険性を知る
➢ 大雨が降った時の状況を考える。
➢ 大雨が降った時の身を 守るための行動を

知る。

③ 雨の降り方や洪水について知る
➢ 雨が多く降る季節と洪水が起きる理由を

知る。
➢ 大雨の時、洪水の他に起こる現象を知る。

⑤ 洪水に対する日頃からの備えを知る
➢ 洪水ハザードマップの意味と使い方を知

る。
➢ 日頃から備えておくべきことを考える。

⑦ 洪水時の具体的な避難方法を考え
る

➢ 洪水時の危険性と避難することの重要性
を理解する。

➢ 状況に応じた具体的な避難方法を考える。

② 大雨が降った時の身を守る行動を
知る

➢ 大雨で洪水が発生した時の危険性を知る。
➢ 大雨が降った時の避難方法について理解

を深める。

④ 洪水から街を守る対策について知る
➢ 洪水から街を守るための対策（ 堤防やダ

ム等）を知る。
➢ 洪水ハザードマップを用いて避難先を調

べる。

⑥ 川からの恵みと災いについて考える
➢ 新潟県内の過去の洪水災害を知る。
➢ 川の恵みについて考え自然と共存するこ

とを学ぶ。

⑧ 避難できない人間の心理を理解す
る

➢ 洪水時の危険性と避難することの重要性
を理解する。

➢ 状況に応じた具体的な避難方法を考える。

⑨ 自然と向き合い、防災に取り組む
姿勢を学ぶ

➢ 先人が自然（川・雨） と共存してきた
ことを学ぶ。

➢ 郷土を大切に思う気持ちと防災の姿勢を
つなげる。

●行動する

新学習指導要領に沿って、ICT
ツール・科学情報を活用した
防災教育プログラムの再編

豪雨災害に対し、「長岡方式避難判断フ
ロー」や「安全確保行動フロー」のもと、
「YOU@RISK」を活用した安全確保行動の判
断を可能にする防災教育プログラムの開発。

豪雨災害を対象にした総合防災教育プログラムの研究開発
知る

備える

行動する

➡「長岡方式避難判定」や「安全
確保行動フロー」のもと、ICTツー
ルと最新情報を活用した避難行動

●備える
➡家庭ヤ地域を巻き込んだ話し合
いやまちあるきによる平時の備え

新潟県防災教育カリキュラム（洪水災害編）



豪雨防災教育プログラムの構築と実証

対象学年 小学校4年生 教科 社会科・総合的な学習 時数 6

単元名 豪雨時の信濃川を知ろう・豪雨から身を守ろう

単元の
学習目標

●知る:大雨による自然災害の起こり方について、教材や資料を使って学ぶ
●行動する:洪水への個人の備えのあり方を考え、災害時の行動を決める
●備える:防災マップをつくり、周りの人に対策を伝える
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ステップ１

・川の特徴と洪水の危険を理解する
・大きな川の洪水対策を知る

ねらい

①大きな川と洪水への備え

内容 １．３年次の河川敷学習を振り返る
２．大きな川と小さな川の特徴
３．河川の洪水対策と限界

・大雨による災害を理解する
・大雨の危険についての情報を知る

②危険な雨と情報の集め方

１．いろいろな雨の降り方
２．大雨による災害の危険
３．防災気象情報とその集め方

ねらい

内容

ステップ２

・ハザードマップで
想定浸水深を調べる

ねらい

③洪水から身を守る行動（１）

内容 １．洪水と大雨の情報を振り返る
２．YOU@RISKで自宅を探す
３．YOU@RISKで浸水深を調べる

・その場所に応じた大雨時の
避難行動を考える

④洪水から身を守る行動（２）

１．浸水深に応じた判断を学ぶ
２．YOU@RISKで避難場所を調べる
３．YOU@RISKで避難経路を調べる

ねらい

内容

ステップ３

・状況に応じた避難行動を考える
・グループで避難について話し合う

ねらい

⑤状況に応じた適切な避難（１）

内容 １．グループワークの状況付与
２．状況に応じた避難行動について
YOU@RISKを使って考える

・学んだことをまとめて人に伝える
・地域の大人に質問し、話し合う

⑥状況に応じた適切な避難（２）

３．グループワークの成果を発表する
４．身近な川について大人に質問する

ねらい

内容



指導案・教材・学習プリントの作成（計6単元、一部の例）
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教材（児童用）

指導案（教員用） 学習プリント（児童用）

⚫事前：学校防災研究会と作成し、千手小学校教員、長岡防災教育支援組織に確認・修正

⚫事後：長岡市内の小学校教員と効果検証



豪雨防災教育プログラムの実践様子（単元①～⑥）

①大きな川と洪水への備え ③洪水から身を守る行動（１） ⑤状況に応じた適切な避難（１）

②危険な雨と情報の集め方 ④洪水から身を守る行動（２） ⑥状況に応じた適切な避難（２）
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11/11 1組・２組 各45分×①②
スライド資料に沿った学習

11/25 1組・２組 各45分×③④
「YOU@RISK」を使った学習

12/22 学年共同 45分×⑤⑥
学習成果の発表・地域と意見交換



学習効果の検証
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各学習の前後の効果 ➡全項目で上昇、学習前から能力が高かった項目を除き統計的有意差を確認

●プログラム全体（６時間）を通じた反復測定

■学習目標に即した「評価シート」によって学習前後の効果測定を実施

・時間経過により知識の能力低下が見られたが、アクティブ・ラーニングにより再度向上
・大雨時の情報の集め方、浸水深の調べ方など実践的な項目を中心に高い学習効果を確認



防災教育「指導案」の収集 データベース化

学校区の災害リスク情報
（地域防災Web）

Web公開・検索サービス（開発中）

各種ハザードマッ
プの情報を、校区
単位の空間統計に
変換して提供

都道府県・指定都市教育委員会等に協力を依頼し、教員
向けの指導参考資料や実践事例集を収集、指導案を抽出。

データ整備

小学校区

整備した項目

・校種 学年
・教科 科目
・単元名
・授業時数
・学習目標

・学習内容
・指導内容
・教材 資料
・評価項目
・対象災害

全国2,217件の指導案を抽出

例）新潟県

防災教育指導案の収集・活用

指導案の客観的データ化・分析方法を確立
全国の防災教育ベースラインデータを作成 テキストマイニング

クロス集計
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分析

※サービス構築中

（令和３年度公開予定）

自校の情報を見る

・災害リスク評価
・過去の災害履歴 など

指導案を検索する

・学年・教科・対象災害別
・単元名・学習目標・教材 など

防災教育の手法や実践事例を推奨

・校区の状況に応じた指導案を抽出
・類似地域の実践事例を検索、閲覧

地域防災Web 検索



その他、ご連絡など
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⚫ 「YOU@RISK」β版の利用について

「YOU＠RISK」β版のお試しをご希望の場合は、「問い合わせ」までご連絡いた

だければ、URLのご連絡をいたします。

⚫ 豪雨防災教育プログラムについて

指導案、スライド資料、学習プリントは現在一般化に向けて継続開発中です。

「問い合わせ」までご連絡いただければ、一式のデータをご提供いたします。

⚫ 指導案データベースについて

データベース化した防災教育展開例・実践事例の指導案は、令和３年度中に

Web上でご覧いただけるように公開予定です。公開に際しては別途ご案内を

行うことを予定しております。
【問い合わせ】

防災科学技術研究所
池田、李

chiiki-bosai@bosai.go.jp



メモ
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